
平
成
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

水
道
使
用
量
の
伸
び
が
期
待
で

き
な
い
な
か
、
増
収
に
結
び
つ
か

な
い
浄
水
施
設
の
整
備
や
水
道
施

設
の
耐
震
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

な
ど
、
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
年
度

は
、
浄
水
施
設
の
整
備
や
水
質
検

査
体
制
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
施
設

の
耐
震
化
や
補
修
・
改
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
布
勢
系
な
ど
の

配
水
施
設
の
整
備
拡
充
を
進
め
ま

す
。今

後
と
も
事
業
の
効
率
化
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
健
全
財
政
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
く
水
道
料
金
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営

の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
安
全

な
水
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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局
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水
道
事
業
予
算
の
あ
ら
ま
し

平成13年度■安全な水道水の確保
◆浄水施設の整備 20億25万円
◆水質検査体制の整備 3,439万円
■安定的な水道水の供給
◆震災対策の整備 2億9,423万円

耐震管への布設替など
◆配水施設の整備 5億5,580万円
布勢系、米里系、砂丘系および
末恒系の各配水施設の整備拡充

◆施設の安全対策 1億3,991万円
千代川水管橋補修　徳尾配水池改修など

◆水源の確保 5,705万円
殿ダム負担金など

■有収率の向上対策
◆漏水調査および修理 1億6,375万円
漏水調査　公道漏水修理

◆水道メーターの計画取替 4,038万円
計量法の規定に基づく取替など

■広報活動の推進
◆水道モニター制度創設、 119万円
インター ネット・ホームページの充実など

平
成
十
三
年
度
の
お
も
な
事
業

料 金 改 定 の 推 移

⑤　とっとり市報
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江山浄水場完成予想図（横枕・上味野地内）


